
質問回答

2018年 11月 5日
「インド国メガラヤ州持続的コミュニティ森林管理事業準備調査【有償勘定技術支援】」

（公示日：2018年 10月 24日／公示番号：180361）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 案件審査時期（一般） 案件の審査の予定は何時頃を予定しているので

しょうか。

2019年 7月頃を予定しております。

2 業務指示書第２ 2．（5）関係官
庁・機関（p.13）

実施機関は MBDA ということになっていますが、
調査団の事務所は MBDA 内に設定可能でしょう
か（森林局もしくはMBDAから提供されるのでしょ
うか）。可能でない場合は、事務所経費は見積も

りに積むということでよろしいでしょうか。

森林局もしくはMBDAより提供予定ですが、具体
的な執務室については現時点で確認出来ていな

いため、事務所経費は見積もりに積んで下さい。

3 業務指示書第３ 業務実施上の

条件 3. 相手国の便宜供与
（P. 33）

調査団が使用する執務室は、調査団が独自に用

意することになるのでしょうか？

森林局もしくはMBDAより提供予定ですが、具体
的な執務室については現時点で確認出来ていな

いため、事務所経費は見積もりに積んで下さい。

4 業務指示書第２ 6．の第 1 次現
地調査（2）事業の背景および必
要性の確認（p.19）

調査項目（ア）については JICA が事前に収集し
た情報を元にした補完的な調査となっています

が、どの程度の情報が集まっているのでしょう

か。

メガラヤ州森林セクターの現況に関しては実施機

関からのプレゼンテーションを含む、下記の各種

提供資料があります。契約締結後に共有いたし

ます。

・ Brief Overview of Forestry Sector In 
Meghalaya（森林局の組織体制、業務の概
況等）

・ Status of Working Plans in Meghalaya
・ Presentation by the Forest Department 

Khashi Hills Autonomous District Council
（Khashi Hiils ADC（自治郡協議会）の組織



体制と所掌業務）

・ Presentation by the Forest Department 
Garo Hills Autonomous District Council
（Garo Hills ADC（自治郡協議会）の組織体
制と管轄地域の課題等）

・ Presentation of Forest Department JHADC 
Sustainable Management of Community
Forests & Biodiversity Conservation for 
Livelihood Improvement（Jaintia Hills ADC
（自治郡協議会）の組織体制と管轄地域の森

林の現況等）

・ Status of Forest Products of meghalaya,
・ Approved Working Schemes-Thadlaskein 

Block-Pine Final
・ Spatial Distribution of Offices and staff in 

Forests and Environment Department Govt 
of Meghalaya

・ Report on Land Tenure and Livelihoods in 
Meghalaya

・ Format of Agreement for Raising 
Plantation on Community Land, Final 
Report-The State of the Environment & 
Bio-diversity in Meghalaya

・ Atlas for Natural Resource Management in 
Meghalaya, Distribution of Staff in F& E 
Dept GoM

・ Dynamic Ground Water Resources of India
・ Right of Passage – Elephant Corridors of

India



・ Poverty and Gender Analysis Final Report
・ Statistical Abstract Meghalaya 2016, NAP

Evaluation Report (2010-2013)
・ State Budget and Expenditure (Plan) of

Past 5 Years
・ Budget and Expenditure of MBDA for Over

Past 5 Years
・ District wise area, production & yeld of 

agricultural crops for 2015-2016
・ District wise area, production & yeld of 

horticulture crops for 2015-2016
・ District wise area, production & yeld of 

vegetables crops for 2015-2016
・ IFAD-Livelihoods and Access to Markets 

Project (LAMP) Organizational Structure
・ World Bank – Community Led Landscape 

Management Project (CLLMP) structure
・ The Garo Hills Regulation No. Ⅱof 1954 –

The Garo Hills District (Jhum) Regulation, 
1954.

・ Statistical Hand Book Meghalaya 2017
5 業務指示書第３ 6．（第一次現

地調査）（５）課題分析及び事業

計画の立案（P22）
（第二次現地調査）（３）事業計画

の詳細化（P23）

P22（５）では本事業のストラクチャー、P23（３）で
は事業アウトラインとありますが、同一の意味でし

ょうか？違う場合、その違いについてご教示下さ

い。

同一の意味となります。

6 同 2．（２）業務従事者の構成
（P32）
同 5．現地傭人（P33）

現地傭人としてエコツーリズム、生物多様性保

全、アグロフォレストリー、の専門家が必要と考え

ますが、追加は可能でしょうか。

こちらから提示している MM の範囲内であれば、
適切と思われる現地専門家の追加のご提案は可

能です。



7 同 6.現地再委託（p.33） 現地再委託費は別見積で計上させていただいて

よろしいでしょうか。

現地再委託費は、本見積で計上下さい。

以上


